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　航室機の 室氣力學的性能 を研究する場合 に ．室氣 との 相欝的速度 を知 る事が ． 根本的に必要で あ る

：峯は鉉 にX ふ迄 も無い事で あるが ． 航筌機が複雜な運動をして居 る場合に ． 之 を見出すの は 、 計算的：

に は極め て 困難の 事で ． 實際に計つ て 見る必要が ある。

　風速及壓力計には 色々 の種類が あるが ．茲には現今最 も多く航室機 に備へ てある 「ビ トー」管式風

遼計及薄板記録式壓 力計 を用 ひた る場合に就七の み論す る事 とする 。

　舷室機が等速で蓮動 して 居 る場合には ．普通用ひ られて 居 る公式 及測器 の常敏か ら其速度 を見出す
ー

事は別 に難しい 事で もない が ．其速度が 不等で ある場合には龝 々 の 問題が起 つ て來 る。

　斯か る際に．壓力計で記録 された壓力か ら或時の速度 を見出さ うとする時には種 々 の 影響を考へ た

けれ ばならぬが ． 吹 の 諸點が 中で も重要 の 事 と思はれるの で．是等に就て論する事とする。

　（1） 加速度 と 「ビ ト　・一」管の指示壓の關係 ．

　（2） 「ピ トー
」管と壓力計 を結ぶ管内の 摩擦と壓力計指示壓の 關係．

　（3） 壓 力計の 有する容積容量 と共指示壓の 關係、

　但し．数 には是等諸黙の 空氣力墨的關係に就て論ナるの で あつ て
、 測器 の 構遘 ． 材斜 の 性質に依る

種 々 の關係に就て は考へ ない 。 （1）の加速度と 「ビ トー」管D 指示壓の關係に就て は．甞て機械麒會

の 席上で講演した事があ b．茲 には單に結論の みを述べ る事にする 。 精しい 事は機威學會誌 二十七冊
・

第九十號 を御覧願度 い 。

　上記の 論文の 緒論は ．記　された　力が 極めて小 さ くて ．目つ 其の ．時に對する璽化が大で無 い 隈 ：

わ は．「ピ トー 1管 の 加速度は其指示
’
に影響無 い 　と云 ふ の で ある。

　　　　　　　　　　　　　　笹の 摩擦 と壓 力計指示壓の 矚係
”

「ピ トー 」管は航空機 との 干渉 を避ける爲めに ． 壓力計が ち離れた所に置かれて あるのが普fi−C・． 其・

間 を細い管で緒んで壓力を億へ る 。 然る に ．管の 壁と空氣 との 聞の 摩膝の爲めに壓力に變化の ある場
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1型L 講 演

合に は壓力計に像つ た壓力は、「ビ トー」管の 示す もの とは違つ て 居る 。 即 ち或時の 「ピ トー」管の指

示壓．從つ て航室機の速度を求める爲めには ． 此影響に對す る修正 を施さねばならない 。 第一囲及第

二圈か ら分る樣に 「ピ トー」管の 實際の速度と ． 壓力計に記録された壓力差か ら計算した 「ビ トー」

管の 速度 と は 可な り違つ た もの で あ る。 是 に依 つ て 分る樣 に修正 を施 さすに算出 した連度は實際の も

の よ りは小 さ くて 、斯の如 き結果を基礎として 航室機の設計 をする事は危險で ある。

　管の 内で の 室氣の動 きは小 さな もの で ．從 つ て 其斷面上 の 平 均速度 も小 さ く、 又普通細 い 管を用ふ

るか ら、管内の 空氣の 邏動 を考 へ る場合に ．室氣の 慣性は其 粘性に依 る影響 に蜀 し考 へ ない で差支へ

なV ・
。 斯か る場合には、管内の室氣の遐動は．壓力の差の み に支配され ．其の蓮動の 方程式を次の 樣

に書 く事が 出來る 。

　　　　　　　　　… 一 一

講
・書羣・

　　　　　　 （・）

但 し　　de　 管の 斷面上 の 管Z）軸の 方向の甼均速度

R 　管の 内孚徑

μ　 室氣の粘性係數

P　管内の 壓力

X 　 管の 軸に滑 うて取つ た線座標

　茲 に管の 曲りは．曲率か小 さい と假定 し．其影響は無い とする。 次 に管内の 室氣の 、 壓力と密度の

關係は斷熱的で ある と し．又其 の變化 の 量が小 さい と假定すれば

　　　　　　　　 P ＝
　 Pv（1＋γs ）　　　　　　　　　　　　　　　　 （2 ）

となる 。 茲 に

　　　 p 。 最初の1伏態に於 ける壓力　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　8　 壓縮比

　　　　V　 比熱の 比

　又李均速度 7」 は 小 さ い か ら、迹續性方程式を次の如 くに書 く事が 出來 る o

∂s ∂ ab

∂t ∂ x （3 ）

（1）（2）及 て3）か ら　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　　　　　　　　 ∂滝　＿　・
／？，，、　R2　 ∂

！
z］

　　　　　　　　　∂t
−

s α

゜

∂げ 　 　 　 　 　 　 　 （4 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

となる。 是が ． 細い管の 内を壓力が傳播する際の
． 徴分方程式で ある。　　　　　　 一

　今．管内の 最初の壓力 p 。 が 一定で
． 其の 一

端 （x ＝ o） に於 ける壓力の 變化が ．時の 函數 F （t）と

して ．與へ られた場合に、管の 他 D 端に傳 つ て來 る壓力 を求めん とずるの で あるが ． 管の入 ロでは壁

の影響は無い もQ と考 へ られるか ら． 入 ロ での室氣 の動 きの平均速度は
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　　　　　　　　　　　　　　　　P 一
あ 　　　　　FCt ）

　　　　　　　　　　　　
Ck・ ＝

吾房 房
＝

＝

、
1脳 ρ、 　 　 　 　 （5 ）

　　　 となる。 茲に P。 は室氣の 密度で ある
。 即 ち方程式 （4）が滿足すべ き境界及始期條件は．次の 如 くに

　　　 な る。

　　　　　　　　　　　　　　　 F ぐの

　　　　　
x ＝ ° の時口 霍

》
一

薀 厂 　 　 　
’

　 　 　 （6 ）

　　　 及 t ＝ Oの 時に 鹿 ＝ O・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ コ

　　　　 斯か る條件を滿足す る 方程式 （4）の 解式は 、 「リーマ ン 」が與 へ て 居て ．次の 樣な もの で ある。

　　　　　　　　・ 一

》。 諞 ｝
一
％ （

　　　　xl
t−
　　4 α

2
β

2 ）dβ 　 　 （・）

　　　　　　　　　　　　　　　　 頭 ‘

　　　茲 ・ 　 at 一
ツ

げ 　 ・ …

　　　・（
　　　　x2
‘−
　　　4 α

’
β
i ）・ … 一・・ 瀏 ・依 ・ ・ 展開すれば ・（・・式 ・

　　　　　　　　・ − V÷ ［F （・）　i：・
一
％ ・・亀・

一濯 詈，
ω

（器脳 ］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s）

　　　 となる。

　　　 茲 に n は正 の 整數で

　　　　　　　　b ＝

X
． で ある 。

　　　　　　　　　　 2al ／t

　　　　右画あ第一
の項。 積分瞰 鋤 。 。。 ・ E… 　・・） と書 ・。

　　　 第二項の積分を

　　　　　　　　　　　　iPn（・）一 ∫詩 β 　 　 　 （・）

　　　　と置けば 、 是は順次積 分の緲 と

　　　　　　　　e
，・〈b）一 磁モ告）ド 薫（一・）

n ”m
　・1（・ 司 ・・

一 ガ
翻 d

　　　　　　　　　　　　− 2v ” IZ／tErfc（b）｝　　　　　　　　　 （lo）

　　　　となるか ら．結局

。1 。 脚 ＿ E、叢凸 凾 1  。、翻 洞 、。紬     ＿ ，、lmtLtischell，、y、、k、
’
。u ．． IL

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

L世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　va

　　　　a −

v 。 蕀｛即 ）・…
’

・）

　 　 　 　 　 　 　 　 T 　　 （n ）

　　　　　　・ Σ1聖（輪ア，“ （1．毒、ド

　　　　　　　　＋ 2 ・7E ・f・叫1
となる 。

鼓に　ITI．x は 「ガ ウス 」の π函數で ある。

　管の他端、即 ち壓力計 の 入 口 で も亦壁の影響は少い とすれぱ

　　　　　　　　　。≧ ∬て‘）E ，f・   ＋　　　　 P − Po＝

　　　　　　　　 vT

　　　　　轜 、瓢 。 （1．、）｛
・黛 （

− 1）悔 一
や 謬

副

rl− 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 −！n＋
’4n ＋t

Σ（− 1）
n − nt π（，・− m − ÷）ゐ

 凪 闥じ

　　　　　　　　　　［

　　　　Σ豊 L（ ）

　　　　＋ 2〆 マ 舳 （b）｝］
となる 。 茲に P − p 。 は ．壓 力計 へ の 入 口 で の 壓力で ある 。

（11）

（12）

若 し F （t）が時の 解析函數と して 與 へ らるれば．（12）式か ら、管の 他の端の壓 力の變化 を知 る事が 出

來る 。

　併 し吾 々 の 必 要 とするの は ．之 とは反對の場合で あ つ て 、1’

　
−p，、が 記嫌され 、其か ら F （の 即ち

「ビ 1・　一」管の搬示壓を見 出したい の で ある。

　一般 の 場合に．（12）式 を FCt） に就て 解 く事は不 可能で あるが ．近似的には次の 樣に して解 く事が

出來 る。

　一般 に ⊥ は小 さい もの で あるか ら ． 其 4 乘以上 を含む項 を共れ以下 を含む項に對 し考 へ な い と

　 　 　 　 26

すれば．（12）式 を家 の 様 に書 く事が 禺來 る。

　　　　P − 2・・
一

》÷［・ET脚 ）
一即 ）（

M2

4 α
曽）｛ヂ 蜘 ）日 （・3）

後で便利 の 爲め に

　　　　　　　　　・蛔 一
in

−

，

TI
・一呵

と置けば

　　　　・ 一
肝

》÷［・F（〆芽｛・一・・b）｝一即 ）（釜）｛ゲ ・
／T （・一・（b））｝］

となるo 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）

之 ・・鵬 先・ （÷ア・ 小縛 ・・ ら・ （・4・式・右・聯 ・項・捨・ ・是・ t ・就 ・齢 ・

れば
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不撃空氣速度の 測 定に 就 て　莉 田小六 」里」

　　　　　　　　　・
’

（の一

、．参（、、｛些診
’一
睾論

ρ （・・｛「
・

一
募

｝

となる。 此 F
’
（t）の値 を （14）式に入tL　L ば

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む
2

　　　　　　　∬   一

読 、晝蜘 ［穿（・一飼 ・謡洗丿｛
‘‘（

午
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：l　 　
−；J
，
！

　　　　　　　　
一

、至旛
〃 （b）÷ 厂

2

｝｛苦
一ゾ下 （・− rP・Cb）｝］　 （・5）

とな る。

臆 ・ 時鯲 け・ ・ 一
・・ 甦 午

）
は・測定・ 褓 か ら求 ・・事が 出來 ・L… a　di（・）及・・

’

（6）

は、 b が 管の 大 t”． 室氣の 性質が 分つ て 居て 。既知 の 量で ある か ら、簡單に 表か ら求 める罫が 田來

幽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl）

る 。 例 へ ば ψ（b）、ψ
’
（b） は 「ヤ ーン ケ ．ヱ ム デ」の 函敬表に 出て 居 る 。

　即 ち 式 （】．5）を使 つ て 、 記録 された壓力か ら厂ピ トー」管 D 指示壓を算繊ずる事が 出來るの で あ

る。

　（15）式及 （8）式か ら分る樣に．管の 内徑 と長 さは常に其比 の 形で 入つ て 來るか ら．若 し， 管 の 内

徑 の 急激變化に依る影響 を小 さい とすれば ．種 々 の大 さの 内徑の管を繋 い だ様な場 合には ．之を或 一

つ の 内徑の 管と して ．全磑の 有效長 を決める事が 出來、計算 に便利で ある。

　即ち．管の 有效内牛徑及有效長 を夫 々 Re 及 le と し繋 がれた個 々 の 管の 内牛徑及長 さ を Rlt 及

bl とすれば ．
　leは次の 如 きもの で あ る。

　　　　　　　　　・・ − R ・

Σ 瓷

　　　　　　　　　　　　壓力計の 容積容量と其指示壓の 關係

　簿板記録式壓 力計は ．普通可な り大きな容積 を有つ て居 る故・或壓力が管を傳 つ て壓お計に逮 して 一

も．其が壓力計に現 はれ る迄に は多少 の 時 を要 する
。 從つ て壓力計の 示 す壓力は時に粥 して の 「後れ」

が ある。 從つ て壓力の 變化 を．時の函數 として考へ る場合に不都合 を生する。

　壓力計内の 或時の 壓力を pt とし、 今 p，t な る壓力が共 入ロ に傳つ て來た時に 、壓力計が dt の 後

始め て共壓力 pL）を示 した とし．此 「後れ」dt を次の 如 くして求 める。

　壓力計の 入 ロ で は P 、

− P． なる壓力差が ある。 壓力計へ の入 口 で は壁の影響 を少い もの とすれば ．

時及壓力計へ の 入 ロ の斷面 の ．兩方に對 する室氣の平均速度 ts は．近似的 に

〔1〕 E．JrLhnke　cu　F．　E 【ndo ；一‘凸Fu ロktiontε」feln　mit 　Forロ10h 　und 　Ku エ▼ e虱 ！
r
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　　　　　　　　　r， 一 轟講”
、
，　　　　　　　　　 （・6）

で ある。

　dt の 間に壓 力計に入つ て來る室氣の質量は ．p エ
の 時の 密度 を Pt とすれ ば ．

　　　　　　　　　Pl　T 　1・2　u ∠t

で一 r は壓力計入 ロ の 孚徑で ある
一　dt の 後に 、 壓力が p 念 にな つ た時の 室氣の 密度を Pt とすれ．

ば．共時の 容積は

　　　　　　　　　⊥ （π r2
’
tiゴfJ

＋ 塔）　 　 　 　 　 　 　 　 （17）
　 　　 　　　 　　 　　P」

　となる 。 V
． は壓力 pt の 時の 壓力計の 容籏で ある 。

　
一
方に ．壓力計は壓力の増加 と共に薄板が膨れて 容積 を壇すの で あるが ． 此壓 力と容積 の 變化 と の ・

闘係は ． 實驗或は計算か ら求め る事が 出來 る。 容蟹の變化 は．始 めの 容積に比 し極 めて小 さ V・か ら．

壓 力と容積の 變化 を次の 樣に書 く事が出來る。

　　　　　　　　　d 厂＝ k（P − 2F ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）

然る時は ．壓力が Pi か ら p，
に變つた爲めに生する容蟹の變化 は

　　　　　　　　　d　7（P，
　− P ．）

＝ k （P 窪
一pat）　　　　　　　　　　　　　　　 （19）

となる。 即ち dt 後に於 ける壓力計の容積は

　　　　　　　　　E
，＋ lc（2J！− 2，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （20）

で ある。

　故に是と前に得た （17）式を等しく置 い て

　　　　　　　　　⊥ （π r
：
ttdt ＋ 罵）・・　71＋ん＠，

− r、）　　　　　　　　（21）
　　　　　　　　　　P！

と書く事が出來 る。

　室氣の密度と壓力の關係を斷熱的とし．其變化の 量を小 さ い とし． 且つ 小さな量の 2乘以上を考 へ

な V ・ とすれば （2）（16）（19）及 （21）か ら

　　　　　　　　　雇 黌 （G’

，
，

・ り　 　 　 （22・

とな り．是か ら． 容殯容量に依 る 「後れ」 を計算す る事が 幽來 る 。

　勿論此の場合 には ・ 筌氣及壓力計の動 力學的考察は小 さい もの として 考 へ て居ない の で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　
b

貸　　，　 驗

　前項に述 べ た修正 を行 へ ば ・「ビ トー」管及薄板 記録式壓 力計で 計 つ た値か ら． 實際の 杢氣速度 を近

似的に見出す事が出來るが 、 此理論的 に得た結果が實驗の結果 とどの 位合ふ か試 して見る爲 め に
、 次
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の 如 き簡單の 装畳で 寞驗 を行つ て 見た 。 　　　 i

　球入軸承で支 へ られた 、 長 さ凡 2米の振子の 先に N ・P・L・標準型り 「ビ トー」管を付け ． 乏 を振 ら

して靜止の 時か ら約 114週期の 間の 、速度の 變化 に僚る 「ビ トー」管指示壓力の變化を．長い 「ゴ A 」．

管を通 して 薄板記錬式壓力計に傳へ 記録せ しめた。 叉
一

方 に∫ビ トー」管の動きと ． 時か ら ． 其速度

を求 めた。 次に、記録 された壓力に ． 前逹の 修正 を施して ．「ビ トー」管の 遉度 を算出し ． 之 を實際に

測定 した速度 と比 較 して 見たの で ある。

　「ピ トー」管の 實際の 動き を測定 する爲 めには ． 次の 檬 な方法 を月1ひ た 。 振子 の 囘轉軸に 「フ ア イ バ

ー」製の 圓板 を取付け 、 其縁に細い針金を同じ間隔に並 べ 、是を 「オ シ ロ グラ フ 」と直列に繋い だ。

又 ．固定 した電磁石 を．圓板 の縁の 針金 と極 めて 僅の 隔 りに置 い て あ る。 今振子 を振れば圓板 の 周 り
・

の 針金に誘導電流 を生 じ其量は各々 の 針金 が電磁石 の 極 に最 も近い 時に最大で ある 。之 を「al
一
シ ロ グ ラ

フ 」に依 つ て 寫眞に 取つ たの で ある 。 斯 くすれば．振子 の 遐動 を妨る事な くして 精確に其 位置 を記 録

する事が 出來る 。 装置の 略圏は第三圖 に示 し て ある 。 又
一・

方 に 1秒 100 の振動 を有 つ 昔叉 を用 U て 、

時 を記録せ しめた。 斯 くして 、「ビ トー」管の 靜止 せ る空氣に對 する速度を求 めたの で ある 。

　記 録 された寫眞及斯して 求めた 「ビ トー」管の 時に對する移動ぱ第四圖第五 圖及第六圖に 示 して あ．

る。

　「ビ トー
」管の 指示 壓は ，「ゴ ム 」管を通して薄板記録式壓力計に導かれ．る

。 後者の 薄板に は約 3／100

耗の 厚さ の 洋銀の 波形板 を用 ひ ． 其兩側の 壓力差 に よ る變位を ． 囘縣せ る寫眞 「フ ィ ル A 」上 に 記録

せ しめた の で ある 。 同時に 1 秒 50 の 音 叉を用ひ て ．時 を記録せ しめた 。 記録式壓力計及撮影装置及

記鐐 した寫眞は第七圖及第八圖 に示 して ある 。

　斯 かる装置 を用ひ．「ピ ト
ー
」管を靜止 の位置か ら振 らして ． 壓力計の示 す壓力の變化 を測定し，之

に管の長 さ。壓 力計の定數等か ら． 前記 の修正 を施 し、「ビ 1・　”」管の 速度を求 め ． 之 を實際に測定 し

た速度 と比較 して 見 た。 徇．管の 長 さ を t4．99 米 （132A ）及 7・47 米 （133B ）の 二樣 に して 實驗 を行

っ た ， 其結果は第一表 乃至第四裏及第九圖及第十鬪に示 して あるが ． 修正 した結果は實際の 速度 と可
『

なり好 く合致 して居る。

　計算に必 要な定數は次の 如 くで ある。

「ゴ ム 借 の 内徑 　4．30 粍

　「ゴ ム 」管の 長さ 14・09米 及 7・47米

　壓力計入 口 の 内徑 3・5粍

　K　　の 　　値　　0．1171（但容積甼方糎．壓力「グ ラ ム 」毎甼方糎にて）

　壓力 計 の 容 積 　96．1 立方糎

然講 は ．（22試 か ら．．da，＝Olt）816flbEなる・
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管 の 長 さ
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第 　 三 　 表

　　管 の 長 　さ

（133B ）
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第 　四
’

表 　（133B）

位　置 時 速 　度 位 置 時 速 度
（米） （秒 ） （米1秒） （米） て秒 ） t米1秒）

0 o 0 225‘ 0．606 6．8

0．322 α235 3．10 2．576 0．653 圏

0，6磁 0．318 4」5 2．898 0．699 7．o

0．966 0．390 4．80 3．220 ， 0．745 7．0

1288 0．453 5，52 a5 蛆 0。790 6．9

1．610 叺507 6，07 a86 生 0，838 6．8

1．932 O．559 6．5壬 4ユ86 0885 6β

大正 十五 年十 月於航室研究所風洞部

討 論

O 會長 （今岡純一一es君）　 和 田 さんの 御講演に對 して 御質問叉は御討論なさる御方は御述べ を御願

ひ しま す。

・… どなたか御質問な り御討論は御有 りにな りませ ぬで すか ・… それで は ． 和 田君が頗る

むつ か し い ．極 く徴妙なる壓 力の こ とに付 きまして 研究にな りま した結果 を我 々 の 協會に御發表下 さ

い ました こ とは ． 我 々 逶船に從事する者の設計上 に應用する こ とがあるだ らうと思ぴ ます し．是等 に

對 して の「ヒ ン ト」を御興へ 下 さい ました こ とは會員諸君 と共に深 く感謝い たす次第で ござい まず。 御

一同で拍手 を以て 御纏を申上げ鹿 い と思び ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一同拍手）

　（翌 々 日の 講演會に於 て）

O 會長（今岡純一
郎君）　 e れか ら次の 講演に移 ります前に．一昨日の 和 田工學士 の御講演に對 し

まして 横田博士が「ディ ス カ ツ シ ． ン 」をせ られる と云 ふ ことで あ ります 。 唯今か らそれを御願 い た しま

す 。

O 横田成年暑　 私は一昨 日和 田君の 御講演に款て一
言する積 りで居つ たので すが ．來 られませ んで

したか ら． 丁 度あの「プ リン ト」が講演の 朝着い たの で 晩に讃んで見た．と ころが面白V・ 論文で 何か自

分の 意見 も言へ ば よか つた と思ひ・ました 。 實は以前管の 内の 「プ リ ク シ t ン 」に就て 自分 も不思議 な事

を見た の で あ ります。 それは航空用發動機を遐轉中其馬力が不斷にわかる檬に内徑三 「ミリ メ冖 5ル 」

長さ五〇 乃至 七〇「セ ン チ メー トル 」の管を用ひ て 氣第と「イ ン ヂケ ー タ ー 」とを蓮結しました。 然るに

「イ ン デ ケーター」は
一
向に動きませ ん 。 然か し「イ ン ヂケ ーター

」には故障は ありません。 これは管の

内の rプ リ ク シ 、ン 」とか 「ア クe レ レ ー シ a ン 」とか云ふ事柄が餘程注意を要する もの で あると鼓 ふ こ

とを知つ たので ある。 本論文 は此問題に觸れて居て 、 厂ア クセ レ レ ーシ ． ン 」大なる時は別とし 「ア ク
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L隼 講 潰

セ レ レ ー シ a ン 」小 なる時は よろ し い
。 其や り：ガと して 「リーマ ン ウ＝一ベ ル 」の解法 を川ひ其逆利月1

を行へ る事は巧妙なや り方と思ひます 。 っ ま り「レ コ ード」か ら眞の 値が 禺るので巧に や つ て あ り．こ

れまで我 々 の 困 つ て 居た問題 を立 派に解決 されたの で あ ります 。

O 會長（今岡純 一郎暑）　 一昨 日 の 和 田君の 「ペ ー・ ：一」は餘 りにむつか し過 ぎて 、ど つ ちか と言 へ

ば寧ろ讃辭を呈す る言葉 に躊躍 した譯で あbました 。 唯今横田君か ら伺ひ ます と頗る立 汲な而 も巧妙

なるや り方で 為や りになつ た。 今横田君の 御批評 を伺ひ ま して 誠に和田君 の 篇に も協會の 爲に も名譽

な もの で あつ た と云 ふ こ とで 、改 めて 私は私の淺學を曝露すると同時に、諸君 と共に和 田鱈の 御發表

を得たことを喜ぶ もの で あります。
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